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１． 組織の概要 

 

    事業者名及び代表者氏名  

    

丸山機工株式会社 

代表取締役社長 丸山 秀吉 

 

    所在地 

本  社 ：東京都江戸川区北葛西２－１１－１５ 

資材置場 ：東京都江戸川区臨海町２－４－１ 

 

    環境管理責任者氏名及び連絡先 

村野 幸  TEL：03-3869-0316  

FAX：03-3869-1138 

Ｅメール：marukiko@poem.ocn.ne.jp  

    事業活動の概要 

土木工事業、とび・土工工事業、舗装工事業、水道施設工事業 

 

    建設業許可 

    東京都知事（特定‐30）第 95400号 

    工事の種類：土木工事業、とび・土工工事業、舗装工事業、水道施設工事業 

 

    事業規模 

売上高、   12億 5298万円／2021年 4月～2022年 3月  

 

    事業所概要  

 
本社 資材置場 

従業員数 36名 0名 

延床面積 278㎡ 1,148㎡ 

 

２． 対象範囲 

 

    登録組織名：丸山機工株式会社 

    対象事業所：本社：東京都江戸川区北葛西２－１１－１５ 

 資材置場：東京都江戸川区臨海町２－４－１ 
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３． 実施体制 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役割 責任・権限 

代表者 対象範囲明確化、課題とチャンスの明確化、環境経営方針策定、代表者見直

し実施 

環境管理責任者 環境負荷・取組状況把握・評価、環境関連法規等取りまとめ、環境経営目標・

環境経営計画策定、実施体制構築、教育訓練実施、環境コミュニケーション、 

実施・運用、緊急事態準備・対応、取組状況確認・評価 

EA21事務局 文書類の作成管理 

事務部門リーダー 

現場部門リーダー 

自部門の環境経営目標・環境経営計画実施運用、教育訓練実施 

全従業員 環境経営方針の理解、EA21で決めた役割を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表者 

代表取締役 丸山 秀吉 

環境管理責任者 

村野 幸 

EA21事務局 

安田 日明 

 

 

ji 

 
事務部門リーダー 現場部門リーダー 

全従業員 
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４． 環境経営方針 

 

丸山機工株式会社 環境経営方針 

＜環境理念＞ 

丸山機工株式会社は、人々の社会生活の基盤となる上水道工事を通して、自主的・積極的

に環境保全の活動を実践し、地球温暖化問題への取組を全社員とともに行い、エコアクシ

ョン２１環境経営システムの継続的改善に努め、環境に優しい企業を目指します。  

＜行動指針＞ 

１．省エネルギー化を進めて、二酸化炭素排出量を削減し、 地球温暖化の防止に 

 努めます。 

２．省資源で仕事を進めるように努め、廃棄物のリサイクルに努めます。  

３．節水を進め、水使用量を低減します。  

４．化学物質の適正管理に努めます。 

５．環境に配慮した工事の施工に努めます。  

６．環境関連法規等を遵守すると共に、内外に環境改善への活動を約束し、環境経営レ

ポートを作成し公表します。 

 社内の要所に環境経営方針を掲示して、全従業員にエコアクション２１環境経営システ

ムを徹底します。  

         

                 制定日：２０２２年１０月３日 

                   

     丸山機工株式会社 

          代表取締役社長 丸山 秀吉                                             
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５．環境経営目標・環境経営目標の実績 

５.1中長期目標 

 2021 年度 

基準年度 

2022 年度 2023 年度 2024 年度 

１．二酸化炭素排出量削減     

・電気         （kWh） 

(kg-CO2) 

22041 

8,485 

△2％  △4％  △6％  

・ガソリン        （L） 

                 (kg-CO2) 

11740 

27,236 

△2％  △4％  △6％  

・軽油        （L） 

         （kg-CO2） 

17774 

45,858 

△2％ △4％ △6％  

 

・ＣＯ２合計     (kg-CO2) 

 

81,579 

 

△2% 

 

△4% 

 

△6% 

２．廃棄物排出量削減     

・一廃              (kg) 471 △2% △4% △6% 

・産廃(建設混合廃棄物)(kg) 10400 △2％ △4％ △6％ 

３．水使用量削減  (㎥) 326 △2％ △4％ △6％ 

４．建設リサイクルの推進 再資源化率

100％ 

再資源化率

100％ 

再資源化率

100％ 

再資源化率

100％ 

※基準年度は、2021 年 4 月～2022 年 3 月 ※化学物質は補修用塗料を少量使用している。 

※電気の CO2 排出係数は、R2 年㈱エネットの調整後排出係数 0.385kg-CO2/kＷhを使用した。 

※ガソリンの CO2 排出係数は、2.32kg-CO2/L ※軽油の CO2 排出係数は、2.58kg-CO2/L 

※建設リサイクルは、コンクリート・アスコン・建設汚泥・金属くずです。 

５.2 3ヶ月運用結果（2022年 10月～12月） 

 2021 年 

10 月～12 月 
目標 ３ヶ月実績 

目標達成状

況 

１．二酸化炭素排出量削減     

・電気      （kWh）  

              (kg-CO2) 

5,171 

1,991 

5,068 

1,951 

5,060 

1,948 
○ 

・ガソリン      （L） 

               (kg-CO2) 

2,944 

6,830 

2,885 

6,693 

3,366 

7,809 
× 

・軽油       （L） 

        (kg-CO2) 

4,827 

12,454 

4,731 

12,206 

4,828 

12,456 
× 

・ＣＯ２合計    (kg-CO2)) 21,275 20,850 22,213 × 

２．廃棄物排出量削減     

・一廃               (㎏) 180  177 114 〇 

・産廃(建設混合廃棄物)(kg) 3.380 3,312 3,400 × 

３．水使用量削減   (㎥) 106 104 122 × 

４．建設リサイクルの推進 
再資源化率

100％ 
再資源化率 100％ 再資源化率 100％ ○ 

○目標達成 △目標未達成但し基準年比減 ×目標未達成  
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６．環境経営計画・取組結果と評価、次年度の計画 

 

環境経営計画 取組結果 評価 次年度の計画 

１．二酸化炭素排出量削減 

（電気） 

① 昼休みの消灯 

② 空調温度 

(夏 26～28℃・冬 20～22℃) 

③ エアコンフィルター洗浄 

 

・昼休みの消灯の実施は、約９０％であった。 

・室温管理の実施は、約８０％であった。 

・フィルター洗浄は、年末に実施した。 

 

〇 

 

 

継続して実施す

る。 

 

 

１．二酸化炭素排出量削減 

（ガソリン・軽油） 

① エコドライブの徹底 

② 車両の定期点検整備 

③ タイヤエアー圧点検 

 

・エコドライブの教育が必要である。 

・定期点検は全車両実施対応済み。 

・タイヤ空気圧は、もう少し取組が必要。 
△ 

 

 

継続して実施す

る。 

 

２．廃棄物排出量削減 

① 資源として分別 

(古紙・ダンボール) 

②  裏紙使用 

③  分別詳細の提示 

 

・もう少し意識して取り組む必要がある。 

・両面コピーは EA21取組み前から実施。 

・各ゴミ箱に、分別カードを表示した。 
△ 

 

 

継続して実施す

る。 

 

 

３．総排水量の削減 

① 節水シールによる呼びかけ 

② かけ流し禁止 

 

 

・節水シールを各使用箇所に貼った。 

・３ヶ月の期間では具体化出来なかった。 
△ 

 

 

継続して実施す

る。 

 

 

４．建設リサイクルの推進 

① 分別の徹底 

② 再資源化業者に委託 

 

・再資源化率 100％で引き続き行っていく 

〇 

 

継続して実施す

る。 

 

 

評価 〇経営計画は概ね実施出来た。△実施したがまだ不十分。×計画通り実施出来なかった。 
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７．環境関連法規等の遵守状況の確認・評価の結果並びに違反、 

訴訟等の有無 

 
当社に適用される主な環境関連法規等について、10 月 26 日に遵守評価を実施した結果、これらへの

違反はありませんでした。 

なお、関係当局よりの違反等の指摘は、過去 3年間ありませんでした。 

 

当社に適用される主な環境関連法規は以下の通りです。 

 

法規等の名称 対象となる施設、作業等 遵守評価結果 

廃棄物処理法 産業廃棄物 遵守 

建設リサイクル法 再資源利用計画書・実施書 遵守 

オフロード法 建設用重機 遵守 

フロン排出抑制法 エアコン（第 1種特定製品） 遵守 

家電リサイクル法 電気冷蔵庫 遵守 

 

 

 

８．代表者による全体評価と見直し・指示 

 
2023 年 2 月 20 日に代表取締役、環境管理責任者、EA21 事務局で 3 ヶ月の運用期間の結果を総括し

た。3 ヵ月の期間を振り返ってみると、まだ取組に慣れていないこと、そして運用期間が短いことから

環境経営目標は未達成の方が多かった。次年度は一年間での活動実施を行い、自社で改善できる問題を

明確化することが重要であると共に、各箇所に意識づけの掲示を行い、社員の環境経営への削減意欲も

徐々に向上しているので、全員参加の体制を更に浸透させ成果を上げていきたい。 

 

（以上） 
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   主な環境活動の取り組み 

 

① 二酸化炭素排出量削減 

 

  

 

 

② 水使用量削減 
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③ 分別活動 

 

 

④ ハイブリット車の推進 
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⑤ 低騒音重機使用 

 

 
 

 

 

 


